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まさに 「神がかり」「神がかり」の体育大会  

　５月１８日に体育大会を行いました。３年生のリーダーを中心に３年生
全員が学校全体を引っ張り素晴らしい体育大会にすることができました。
短い期間でしたが、朝練から１日３時間の練習と毎日積み重ねてきて迎え
た体育大会。４日前までの天気予報は、土曜日が終日雨、日曜日は午前中
雨で午後から曇と午前中開催では最悪の予報でした。木曜日には「午前中
準備をし、午後からの開催にしたらどうか。」という意見も出ていました。
議論して最終的には「グラウンド状態ができるのであるのなら小雨でも決
行しよう」と内心決めていました。土曜日は午前２時に土砂降りの雨が１
時間続き、午前中は準備ができる状態ではありませんでした。しかし、好
転していく予報に変わっていたため、雨さえ降らなければできると確信し、
生徒たちを帰して午後から教職員総出で準備をしました。ほこりもしない
絶好のコンディションで、何もかもうまくいって体育大会を迎えることが
できました。このような天候の変化は初めての体験でした。

まさに 『力戦奮闘」『力戦奮闘」の体育大会  

　体育大会のスローガンの如く、生徒たちの一致団結したリレーや団体競
技が行われる中、中間発表の時点でも１位と４位の差が１０点以内という
大接戦。種目別に見ると、１位を多く取っている団でも他の競技では３位
４位が多かったり、１位が少ない団でも他の競技が２位３位が多かったり
と最後の最後までどの団が優勝するのかわからない状況でした。  

　結果、後者の青団が総合優勝となり、青団の生徒たちも驚いた表情でし
た。まさに力戦奮闘し、すべての団が力を出し尽くした体育大会でした。
こんな最後まで結果がわからないドキドキしたのは初めての体験でした。

まさに 『感動」『感動」の体育大会  

　誰一人として力を抜かない。クラスのため、団のため、仲間のために一生
懸命に競技する生徒たち。ムカデ競走でうまく足を動かすためにはどうす
るか。次の走者にどうタスキを渡すとロスタイムがないか。リレーでうま
くバトンをつなげて走順をどうすればより速く走れるか。長縄を多く跳ぶ
ためには誰がどこで跳べばいいのか。回し方はどうすればいいのか。長い
棒を速く回転させるためにはどう工夫すればいいか。綱を強く引くために
はどこに誰を配置すればいいか。等、担任や生徒同士でいろいろと作戦を
練って本大会に挑んでいる姿がどの団にも見えました。一生懸命、目標に
向かって挑戦し、観ている人に感動を与えた素晴らしい体育大会でした。
こんなに感動した体育大会は初めての体験でした。

　私は教職生活も３７年を迎えます。したがって３７回の体育大会及び運動
会をしてきました。雨の中で行った運動会もあれば、雨のため途中で競技
を打ち切り、一週間あけて続きを開催したこともありました。しかし、本
年度のようにミラクルが起こり、こんなにも心を揺さぶられる体育大会は
初めてでした。その裏には、冒頭に書いたように３年生の頑張りと強い思
い、それをしっかり受け止めがんばった１．２年生がいたからだと思いま
す。海陽中の生徒諸君、素晴らしい体育大会をありがとう。



　体育大会の振り返り集会では、大藪先生の作成されたDVDを見て、その後、
各学年から代表１名ずつ「体育大会を振り返って」の発表がありました。
内容については次号で紹介します。

  

挑戦！さらに一歩前進した体育大会


